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日本産ヒク二、ナガコバネカ i キリ. 屬に就いて

林 匡 夫 ・

On t「Ie genus Molorchus Mulsant from Japan
(Coleoptem, Cerambycidae) By asao Hayashi -

ヒ ナガコ、ネカミキリ屬Molorchusは天牛亜科Cerambycinae, Mo1orchuli族申の
-,屬で, 小2f;1!の極で占められ, その發生は比較的早期であるため, 從來あまり注
をひ. ? にコii らす- , . 我國からは四極が夫々 断)t的に記 されて來たに過き'ない. 筆:者
はかねて本屬,に注意し研究を進めつつあつたが, 最近に至り從來全く- 記録を見な、・f,, '
- f重及び誤った名の下に取扱はれ.て來たも 一種 を検出し, ,_Ei多くの分布上の新事
n二をも知り得たの ', 以下に一應記較報告することとした.
本?f;の分類に當り特に意を用10、・た點は, 前a? 自體及び背板上の隆起 (癌起) 又は
光 部 びに點刻の形 , 1題i導a(J)形;l大-, 觸角の長さ等で色斑は變化の多いことを認-・
めたので, 二次的に取扱った. '

本稿を革するに際し日頃組大なる御援助を賜''3・て: bる戸 信義. 大林一夫の兩氏

競び に貴重な標本多數を提供, 筆者の研究を援助された伊賀正汎. 江田茂. 松田

毅の三氏に深謝する.
.
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1.  新 種 の 記 繊

Molorch,,」s (Liflomius) laponicus sp.nov.  ヤマトヒ ナガコバネカ ミキリ

(新稱) (Pl. I, Fig.1) ,
-

.

體は細小,  赤i特色, 觸角, 口器及び脚は'i tff・i色を_ する. 頭部は短く , 顔面は稍

々 :色を帶び鈍い光 力、あり, 大點刻を装 , 複限間に極めて細い一縦游を具へ

る . 角?1jは械of)て小さい力、判然として居り, jf」は細く糸?大で稍長く, 節中央

を越え三節以下全節に長毛を生一3'・る. 柄節は太く, 第三節は第四節よ り僅かに長、
第. 節と1略 ,;・等長, 第fl乃至八節は湖次短く, 第1L節は第八iniより明かに短く第-l-
節と んど等長である力、, -一端第一l ・二節は第-l -節より僅かに長い. 前胸は 巾よ り長/
く , 前・ 後方に僅かに まり後1除前方で巾廣く總られ, その前方で最も巾廣く , 兩

側に小 を具へ . 背面は頭部同様の大點?aを密布し, 爲に?,んど網 目7? を

し, 中央後方に光標を有する小縱隆一個を具、-, 各點刻は夫・'e・ 自色J)長毛を伴ふ.
小橋板は国陷し, 小さく略々 三 jf?形を果 し, 11:?小點刻を装 nil色の微毛を生-i二 る.
輸は属部の隆 のあまり發達しない長商状を呈し, 兩側は略々 平行, 前11110 より僅
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力、 に短く且前l向幅の二倍の長さ, -又各 は夫?:・ 基部の巾の二倍以上の長 さ を 有
し, 先端i::.向 性かに狭まり, 先端は丸く, 稍々 不規則な數條の小點刻列を有す
る. 基部及び中央より後部は一光澤ある帶赤'理概色を呈し, 殘餘の中央部より前方に
は概帶 に巾廣く‘半透明の淡-iii色を_.-i'する. 體下面は暗赤;關色,, 特に?も部下面は暗
色を帶び, 光深を有し全面に淡色の微毛を生-す' る. 明]は淡' ｩ:色の長毛を生じ,  腿節
は端部で明かにE影オ1, 、]11節及始部は腿節より1建t色である. -

長 ; 5. 2 mm. 幅 ; l nm.
● Holotype; 1 Female pecimen, Kyuulji. Kiyotakimur.i, Miehimagun, Osak、fu (大
阪府三島那湖重付久安寺). Jav ,d, 'JO, ( l l. M. I 1.

,
、

本種は近似のM. (L. ) ishiharai Ohbayashi と前胸背の構進, 背板上のｮ ,起.  點一刻
の形ﾎ大等によつ 'て  明らかに區別出來る

'

I「・ 所謂ヒメコパ,i、カミキリの學名に就いて
先年玉1題光・一. 大石自一俊兩氏 ( '37)  が九州北部より, 從來ヨーロッパ, コーカサスより知

られてゐたM. (L ) umbellata - m(Schreber)を日本未記鎌種として日示記線され,  ヒメコ

パネカミキリと新稱し興味ある隔離分布の事實として報告された極の學名に就いて論ずる.
この學名を有する翻がはたして分布するや否やの點に水 野武夫氏 ( '40) は否定的疑間を持

ち, その目 に分布の疑しい極として一應極名を留められ, 次いで松下 辛薄 i ( '43.) は該翻

は全くのM. .ishiharai Ohbayas、hiのsynonym'cあって, のM. (L. ) umbellata - mとは異
ると斷定きれたが, その理由に就いては何等識明者加へられなかった・ 併し一應これでこの間

題に就いては解決をしたかに見えた. t後, 開公一氏('46)はその目細こ於てM. ishiiharai
の分布に九州を追加して, M. umbell ataIum を全く除かれ, 又松国 毅氏 C'461 は小倉市

顧智山の天牛目無中にM. ishiharai を説鑑されたのは, いずれも前述松下1專二fの所論を疑
なく容認し, この疑間ﾒ重を單に ishi hara iそのものと認めたものか,  或ひは良の iShihara
と混じて考へて居ら れるものと解せられる・ 筆者はヨi貢 ' 大石兩氏の記 は記戦を1字つて居

ないがPff圖を検討し、t二結果次の點でこの極に就いて疑間を持つに至った・ 即ち?の M・ (L )
umbeliatarumは觸角 は兩性共十一節で雄では腿より明らかに長く, 雌でも體より僅か長く

未端節には附 物を有しないのにもかかはらず, 圖示された種の觸角は明らかに・ f一=師を有
し,.且確長より明かに短く別種と認める他なし 、ので,  この點に就て玉貢氏にぉ等 した1遍職
時中の郵使不者か何かの理由で遼に御返11Sに接せず終った・ 附圖は:置l家の不注意によ り往々

にして觸角管11を一節多くしたり '? くしたりする事實があるが, 觸角の長さの確長、、一對す1:,割
合tこ就いてはその課が」い様に患ふ. 筆者はこの附固は一應著者が M. ( L ) umbeIlatarum
と同定きれ?こ?であ'?ことを前提として觸角節を課りと見なしたが眞にこの圖の通りの種が
存在し11これが を圖示したものとすればそれは Linomius亜日のものでなくMolorchuS

,

・

. .
0

(S・ Str.1 に合まれるが, fl生であれば一新亜属を創設せオ ・ﾎならなくなる程の特 ・c。あるし, -
應附圖' (' は ': れ以.上実込んだ検討が不可能のため北 lull、陸の Motel chus 標本を21,i'人話
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1 M0lorchus(Ljnomjus) japonicus Hayashi ヤマトヒグナカ' コパネカミキ'J(新構)
2. Molorchus(Ljnomjus) kojimai(Matsushira) コジマヒグナカ' コバオ、カミキ、J(改 )

3 M0lorchus(Ljnomjus) ishiharai Ohbay Ihi力ヘデヒグナカ'  コパオ、カミキ1
4 M0lorchus (Ljnomjus) takeuchii OhbayaShi ウチヒゲナカ コバネカミキ

5. Nothorhjna mur jcata Iman プカヒラ カ ミ キ 1J

6. p atrachys hederae SaunderSミスジケシ マム シ



. 要の好意に よ り相営数集め, 検した處, M takeuchii及右に類似するが甚だ細型の一種を檢
出することが出來た・ この後者は北九州一帶に容相営發生するものの様で觸角は雄では題長、
よりf?かに長、く l準では'f最長より'?し短く , 玉買'大石兩氏の記館圖示種を想像せしめ得るもの
であったので力を得て該営する舉名の探 を行つ たが全く無く一時新しい名解を附興すべき

'      かと考へたが更に近操 中に類似の翻を求めた處, 松下f9士 ( '30) が横演本牧より一雌をn・
てヨ己般公表された●j iania kojimaiの記載に完全に一致す ことを知つた. E kojimai

, は大林一一夫氏 ( '42) がM takeucl1iiのSynonyn● であるときれた以 に本種に就いての・

認 を缺き, 筆者はE kojimaiは takeucbiiではないが, Molorcllus のもので, この疑

間種! に常るものとの疑念を持って, 松- ト f9士にその點数示 を願ったが, 逝去の前であって詳11因
な回答に接することが出來ず, 唯MolorchuS属ではなく EP.ania に入るもの と信ずる旨

の御返事を項いたに留つた. 併し本種の1fiの構造特に前胸背板の形 lま全く .EPaniaよりも
・  、Motel・chus特に亞属Linomius に含めるのが最も適営と考へられ る1最lの 'a,lf der Schei1'e

- - - drej glat te l rhohbungen vorhanden'' (E. Koj imai 原記 より引用 ) を一呈して居

ので, 4-極を生かして( takeuchii との相進は_後出検索表器照) , MoIorchus(Linomius)
に合め, この北九州産の疑間種に對する適営な學名 としたいと考へるに至った・ が最近優

国氏より送附を受けた本属標本にM. (L ) kojimai (M'tsnshita) に混じ, のiShiha「alを發
見したので, 確實に ishiharaiが九州にも分布することが列明した・ その考一、から前の附翻
特に前関の構造を演するとこ:t1は ishiharaiの を圖示した ものではないかと考へ得る點

もあり, 左様な躍點よりすれ, ば從來の業版をあまり混亂させずにこの問題を完全に解決し得

るので, ここでは一應玉重・大石兩氏・の記録されたifiは松 l、 鮪mの i新定の如く iSnihara iの
R難であって, 既角の點は附圖の誤である-こと, 開 '松国兩氏の記 は 'l) く と も正しい もので

ある、一 とを認めて置き目.更にM. (L ) kojimai (Matsushita) が九州に分布することを配録

することとする. 次に九州産のkojimaiの標本にi ・ ｢て記して置く・  (l、l・  「,  Fig・ 2
小倉市爾智山 (1 , Jun 29, '46 ; 1 , May 4, '47松国氏採) ; (19 , 1、lay2C'39,天野昌次氏

、 採) 大分願組母山 a3 Jul.26'40, T. Mat・l1moto氏採) 鹿見島(2 fix'., Jun.12'・11) -

償r本 の和名はコ・・ マコバネカミキ、Jとされてa::, るが本屬の種に移された爲他にならひコ

・9マヒ グナカ' コパネカ ミキリ と改部して置 く .
_

1

m. 本屬の亜脇及び藍の強素表

1・ 11tl ll民は大a思基部より離れて位置する. 觸角は は十=前, 禮より選に長く, は十一師, 組
' 長に略々等しい. 第三師は柄節よリ だ長い. 頭部は, 明かに長く日.兩側平行の部,:?板を有
し, 要flはll里眼前方に於て丸く發達する  (S. G. Molorchus s. str.、體l?黑色, f it輔・觸角及
び脚は 褐 至黑褐色, 前脚は長く中央は太く後強は前綠より換められ, 正中部に小瘤起

及其の兩側方に長い各一個 の維隆があ、i i買部は光 を有する・ 地 は短い構形で後方に向

ひ1?められ遇端は丸く, '置面上中央稍々 後方に斜行する淡黄半透明の降起被を有する. . 體 .
長: 6 -19mm. Furope, Siberia, 「mnscaucasia, Caucasia, Manch11ridj-Saghalion, Cerea,

し
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2 複眼は大n思基部に近 く 位 する. 觸角は兩性と も・ i一一節, 第三師は柄 と等長か又は短い

頭部は, 非1整'に短い額: 荢ﾂと種眼前方で画 を品する頼骨を有・す'る (‘・、. (1. Linomius
Mtl1 It )

M. (s. str )mine「 (Linne) シラホシヒゲナ ' コパネカ ミキ1J
Japan ( ]101、1 aide, 1 「onsyu) ………………………一 - - …一 …一 …一 - - - - - . .。

3・ 前胸背板の期1刻は極めて大きく R密布きれ, 爲に んど細目状を lす る. 地輔は長舌 で

前胸よりf Bかに短く,  前脚背幅の 特, 各地,的は夫々基部の二二倍以上の長きを有し先端に
向ひ漸次i?まり, 先端は丸い・ 體は細小, ・ll、報l色, 口器'??角はlit色, 陵はより淡色. 雌の觸角
は腹部中央を越え1:,・ 第三節は柄節と んど等長, 前的は巾より長く, 背板中央?ii々後方に
光 ある小総降:一個を具へ る・ 理, 部の降起は明かでなく, ?' 不々規則な の點刻列

を有し, 基部及中央よiJ後方は光 ある帶赤黑褐色を呈し, 餘は廣い 帶 に半通lull淡
一色を呈す . 體長 5.2 mm. Japan ( l 「0nsyu)

M. 、 L) japonicus lIayashi ヤマトヒク'ナカ' コパネカミキリ (新稱)
4・ 前的背板の點刻は比較的大きいが不規則.R稍'々 . ・ zせられ ,細目状を呈しない一…一  「
5- 前1狗は比較的細も小點刻を密にf量. く 装ひ, i f板上には正中部に長い一 個の小維隆及びc・
の兩側より前方にif曲し前線後方で互に結合する陸起を有する. 題は細長:, 光 ある果:集
色, 頭部前 は濃色・ 觸角第三節は第一節より做かに短い. 地糊は前的よりl‘ ｫかに長く各地
細 ll夫々の 部の巾の-二倍の長さを有し, 府部は稍 發々達し, 中央部に半透1'fl淡 自色の

基部側に波 にr .11 出する 巾廣い横帶を有する. 體:長・ 5 -6mm. Japan ( l ionsy11 , 1くyusyu)
M. ( L. ) ishiharai Ohbayashi -1lへデヒゲナ力' コハネカミキリ

6- 前.的は比較的「-1]廣く, 中央1しく後方に画ffl形の側方小突起を有する. 全面に比較的大き
い點刻を密布する

7・ 前胸は側方に丸く Ee  出する.  背板上には前線中央-  その 't、し後方の兩側及び正中部 'J  し後
方の四點に夫々光f準あo平滑部を有する.  理觀「は前的より做かに長く, ?部陸超のよ く發
達した心 形を呈し, 後方に張く・ i pまる.  各地輔は基部 rtf  の =倍の長さに達しない.  f置は比
的「P魔- く黑褐色, 頭部・前胸は黑 ( , 地事aは小點刻を散布し, 内側は淡1 Y褐色,  外線及 端

は額l色で光澤を有し, 脚は・ifji \ j色.  腿長 :6.6-9m Japa'n (Honsyl1 ? Kyu l, I ochoo)
M. ( L ) takeuchii Ohbayashi .タ ウチ ヒケ' ナカ' コパネカミキ1lJ

8・ 前的は比破的細( , 側方に顧( 丸く服?れない. :i、i板上には前繰後方中央との間の兩側及び
正中部?1、々 後方に三個の光1舉ある平?t部を有する- 理 は明かに前駒より長 ' , iii部の發
達は鈍く, 兩側は略々 平行で先端前でiрら゚れる長舌状を呈する.  各地輔は基部巾の =倍
の長 さを有する・ は細 ( 照色, 觸角ほ黑機色, 通 は内側淡,.?.色を呈する部分を除き暗褐

,
色,1陵は11,1'aおのa,t部暗色を呈する以外赤 色である. 體長 :7-8mm前後. Japan ( Iionsy11,
1(yuyu) - - M (L・) koj imai (M、'tsushita) コ・Wマヒゲナ力'  コバネカミキリ (改稱 ・

IV. 新分.布 其他
1. Molorchus (Linomius) ishih1ilrai Ohbay出shi カヘデヒ ナガコパネガミキ リ



11 へデノコパネハナカ ミキリ ) (Pl. 「, Fig 3)
Ohl,ayashi, T ans. Kansai Ent. Soc., 7, p.12,pl. I f, fig 2, (1936)
M. (Linomius) umbeIIatarum, Tamanuki et Oislti, Mushi, [X(2) ,p.m,f.1, (1937)
M. (SinoIus) ishiharai Mitono, Cat aoI. Japan., 94,8, Ceramb., p , (1940);Seki, (jat.

1 -1gic. New Joparl, p41, (1916、)
1

本酸前11 ﾘ一1-f  01111・起は一見不明瞭で且fl爲 によ り發達の程度に差があるが, 明らか
に存在して居り来だ全く之を缺いた個體 検しない. 最もよく發連したものでは正
中部に存する一縦隆の兩側のものは前方では前線後方で互 に結合し. 後方では外

方に'時曲して, 後 隘;l蝠泊､系K にit 進 し更に側方に迄のび ・  故に本睡は前1的背
にre・liefを缺く點でifiられたS. (1. Sine!us Mulsalitには入ら-1:, やぼり Linomiusに
合まれるものである.   目下我國に産することの判明したもので S'nolus に入るべ
きものはない. 色彩及 ﾕ一紋には 化があり暗色を帶びる個體で , 中央の

半透明淡iff自色帶力一縮小して一見M. (L・ ) koiimai の如き となる傾向が見られ

る. 腿節の肥大度はM (L. ) takeudlii より弱く , M. (L ) koiima1 より少しく?最
い. 最近江田茂氏よりイ自 大山産 (16, 1 9. Tut 25'37) 松国 毅氏より小倉市n-l
智山産 (466, Apr,28'46) (11;19, M'y 4'47) の本種を検することが出來た. 何
れも新しい分布地である.  本種に就いては原著者であ.る大林一夫氏よ り、Ootype を
萍イ,'fして研究するを得た. 體の構造より検討するのに本i重はョー ロツパ.  コーカサ

スに分布するM. (L. ) umbel[atarum Schroberに最も近系ﾉ-の觀で或 は該種の被

東又は日本に於て 化したものが本顧となったものではないかと考、、る.
2. Mo1orch,」s (Linomius) takeuchli Ohba、'a'1ti  タケ チ ヒ ナガコ 、ネカ ミキ

リ  (タケウチモモプトコパネカミキリ) (Pi T, Fi9.4)
()1山ayashi, Nippon no Kotyu, 「(1), p 6, (1937) :Kamiya-・e:; 01、flava・hi, ditto、, p 43, fiig 5,

(1937) : 'Kamiva, Al it?u, T (3 ), p 97, (1939) : ebb:y:aihi, Ins. W,r1(1, Gif t, 46(537), p.15,
(1942) : Sol?i, Tn . World (:;iftl,48 (562), p.12, (1944).
記録に用 た標本では顯著な個 變異を んど認められなかつ、た. 筆者の今回検

し得た標本はい i'れも:1しl、ft本島のものばかりで,  原産地である屋久島, 大林氏( '42)
の本・用積濱及び關氏 ('44) の 美大,f l・の標本は全く見る事力、出來なかった. 即ち鹿
兒島産(16 , Jul 3'41, Coll. M Ob、,ama; l9 , Jun 27'41, Coll. 「juin, 19 , Jun 3'39, Coll,
M. S‘_11;19 Ma、,29, 40) , 鹿兒島附近Shibistn産 (19 , Jul.11'40, Coll. H. Miyasaki).
m_R母ll l 産 (19 , Jun. 22'41,1 9 不明) の七,頭である. 九・J・日本,島からは新しい記S・ ｮ
ある. -iL州本島産の本種の體長は8 - 9mmの施園に入る. (Type,8mn'. )

f大林氏が (-,AL「・01S氏の採集品により本組を戦演から言1コ録され n ko.1imai を synonym
とされたのは n.1(ojimai が Mo1orchus のものであり a 演がその Type Loalityである處
から左機取報はれたものと考へ られ・る・ 本f flは從つて目トの産本州には産:しないものと考へる
のが程営であら 'i . 又關氏の記きれた 長6.6mmは本種のものとしては異常に小型の點で注意を
ひき記強によって も:其の形熊に多0の相異點を認めてa::, る・
附認 他に 時描治氏〔赴の世界,4 (11/12) ,P ie (1941) 〕が辞馬縣法師温泉から本 のも
のを報告 されて るが, 記載を伴はず, その な極名を列定することが出來ず一無・割愛した.

f l


